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「みんなのちからにありがとう」
写真は3月30日に東広島市総合福祉センターで

行われた東広島市立幼・小・中学校の東日本大震

災義援金贈呈式の様子です。当日は市内52校の

代表として19校の児童・生徒さんが参加されま

した。

甚大な被害をもたらした東日本大震災の被災者

の方々のために、「自分達ができる事をやりたい」

という思いで集められた義援金が手渡され、優し

い思いやりに満ちた贈呈式となりました。

がんばろう東北、がんばろう日本がんばろう東北、がんばろう日本
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本年度は、「地域福祉活動計画」の最終年度にあたるため、改めて5年間の計画達成状況（成果と課題）を総括し、中期経営計
画を達成するための具体的な推進計画も盛り込んだ次期5ヵ年（Ｈ24～28）の地域福祉活動計画を策定いたします。
また、策定の際は、相互に補完・連携を図る関係である東広島市地域福祉計画との整合性を考慮し、両計画が車の両輪の

ように同調して推進していくよう努めます。
とりわけ、市民協働のまちづくりと連携し、信頼に応える福祉のまちづくりを進めるため、地域に密着した事業を効率

的・効果的に実施し、誰もが安心して暮らしていけるよう関係機関と連携し地域福祉の推進に取り組んでまいります。
こうした方針の下、誰もが住みなれた地域で安心して暮らせる「あったか笑顔のまちづくり」の実現に向け、「地域福祉

の拠点」としての社協の使命を果たすべく、「高齢者等の見守り活動の拡充」「災害ボランティアセンター事業の推進」「法
人後見事業の実施に向けた体制整備」等の重点事業項目を積極的に推進してまいります。

平成23年度　事業計画

場づくり
安心して暮らせる支えあいの地域づくりを具体的に推

進するため、地域の近隣住民が気軽に集い、お互いの健
康づくり、つながりづくりをすすめる地域サロンと、子
育てサロンや障がい児（者）のサロンなど当事者支援型
サロンを拡充する。
また、地区社協と地域サロンのさらなる連携強化を図

るため、地区社協・地域サロン世話人連絡会議（＝福ま
ち会議）の開催を呼びかけ、サロンの新たな立上げや活
動の継続支援、地域の福祉課題について、具体的に話し
合う場づくりを推進する。
●地域サロンの拡充（地域サロン活動づくり、地域サロ
ンのふれあいづくり、地域サロン立上げへの協働、健
康づくり推進事業の普及【新規】）
●福まちを中心とした事業の拡大
（地区社協・地域サロン・福まち会議の連携の強化、
福まちモデル事業の推進（高屋福まち会議事業【新規】）

●ホームページ・社協だより等の充実
（ホームページリニューアル【新規】、社協讃歌「みん
なのちからにありがとう」によるＰＲ【新規】）

活動づくり
公的なサービスをはじめとする既存の社会資源では対

応できない住民の困りごとや地域課題の解決に向けて、地
域住民と協働して「活動（仕組み）」づくりを創出するとと
もに、必要なサービス提供を社協事業として推進する。
●地区社協活動の拡充
（地区社協活動づくり、地区社協のふれあいづくり）
●そよかぜねっと活動の拡充
（困った時の相談窓口＝そよかぜねっと事業のＰＲ
【新規】、コーディネート機能の充実）
●市民協働のまちづくりへの参画（地区社協･市社協の連携強化）
●地域福祉活動計画の策定
（平成24～28年度プランの策定【新規】）

人づくり
住民参加と協働による支えあいの地域づくりを進める

ため、あったか笑顔のまちづくり講演会の開催、地域や
学校と連携した福祉教育の推進、東広島熟年大学講座に
よる生きがいづくり等を通じて、誰もが地域福祉活動の
担い手となる環境づくりに取り組む。
●人財・次世代育成の推進
（きっかけづくり編、福祉教育の充実、高齢者見守り協
力員の制度の強化）
●東広島熟年大学の充実
（熟年大学生及び卒業生の地域貢献、熟年大学講座の拡充）

安心づくり
安定した質の高い福祉サービスの提供に寄与するため、

介護保険事業等の徹底した経営管理を行うとともに、利
用者本位の福祉サービス支援体制の充実・強化を図り、
安心・安全な地域福祉体制を推進する。
●介護保険事業・障害者自立支援事業の充実・拡充
（介護保険事業、障害者自立支援事業（指定相談支援
事業所の経営【新規】）、市受託事業、福祉機器貸出事
業、地域に密着した事業所の再構築）
●セーフティネット機能の充実
（生活福祉資金貸付事業、権利擁護事業の推進、ふれ
あいバッグ配布事業の推進、法人後見事業準備委員会
【新規】）
●地域包括支援センター等との連携
（地域包括支援センターとの連携、施設連の充実強化、
「はあとふる」との連携、地域包括支援センター、はあ
とふる、社協との合同会議の開催【新規】）
●あったか介護サービス事業の実施
●介護保険事業及び障害者自立支援事業と地域福祉活動
との連携（地区社協･地域サロン活動との連携づくり、「そよ
かぜねっと」との連携づくり、市受託事業との連携づくり）

●介護職員の育成
（主任介護支援専門員･介護福祉士等の資格取得への支援）

組織づくり
「地域福祉の拠点」としての社協の使命を果たすため

に、役職員一人一人が基本理念を自覚し、行動規範に基
づく利用者本位の質の高い福祉サービスの提供、発展に
努め、市民から信頼される組織づくりに取り組む。
●組織運営体制の確立
（事務局態勢体制づくり、職員のスキルアップ、4Ｓ
（整理･整頓･清掃･清潔）の実施、理事･評議員の態勢強化）
●事務組織の強化
（業務管理の改善、備品管理の徹底及び施設整備、法
令遵守等体制の整備、防災管理体制の拡充、指定管理
施設の将来のあり方の検討、電算システムの改善）

財源づくり
社協の安定的な経営基盤の確立を図るために、本会は

これまで以上に適切な事業評価やコスト意識をもち、事
務事業の集中と選択による効率的な財政運営を行うとと
もに、地域福祉活動を積極的に推進するための公費財源
や自主財源の確保に取り組む。
●財政運営の確立
（健全財政の取り組み、資金管理と運用、民間財源の拡充、
公費の確保、ホームページの活用）
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経理区分間繰入金収入�
30,777　(3.53%)

収入総額�
872,789�
（単位：千円）�

前期末支払資金�
　残高�
　96,051�
　 　(11.01%)

会費収入　9,729　(1.11%)�
� 寄付金収入�

12,844 �
(1.47%)

経常経費�
補助金収入�
161,606�
　(18.52%)

助成金収入�
 2,640�
(0.30%)

受託金収入�
248,939 �
(28.52%)

事業収入　4,995　(0.57%)貸付事業等収入 120 (0.01%)

共同募金配分金収入�
11,681�
(1.34%)

介護保険収入�
272,258�
(31.19%)

利用料収入�
2,341�
(0.27%)

自立支援費収入 �
18,657�
(2.14%)

雑収入�
151 �
(0.02%)

経理区分間繰入金支出　30,777 (3.53%)

支出総額�
872,789�
(単位:千円)

固定資産取得支出及び繰入支出�
4,882　(0.56%)

予備費　5,000　(0.57%)

当期末支払資金残高�
10,435�
(1.20%)

人件費支出�
 588,980�
(67.48%)

事務費支出�
56,726�
(6.50%)

事業費支出�
158,890 �
(18.2%)

貸付金支出�
120�
(0.01%)

助成金支出�
14,979�
(1.72%)�
�

会計単位間繰入金支出�
2,000 (0.23%)�
�

会　　計　　名 当初予算額 前年度当初予算 前年対比(%)
公益事業特別会計 5,902 5,785 2.0%
訪問看護事業特別会計 18,854 19,015 △0.8%
就労支援事業特別会計 43,302 35,642 21.5%

合　　計 68,058 60,442 12.6%

●特別会計 68,058千円（前年度比12.6％増） (単位:千円)

平成23年度 当初予算

【収入の部】 【支出の部】

一般会計872,789千円（前年度比4.1％増）

▲小松節子氏による記念講演

▲コーラス講座による合唱で入学生を歓迎

t池田学長の式辞東広島熟年大学入学式
5月14日東広島市総合福祉センターにおいて、東広

島熟年大学入学式を開催しました。今年度は新しい講座

も加わり21講座31教室での開講となり、373名の新

入生を迎えました。当日は、記念講演として、㈱メンテ

ック代表取締役社長小松節子氏より「冬は必ず春になる」

と題してご講演をいただき、入学生も気持ち新たにスタ

ートを切る事ができました。会場を後にされる入学生の

表情は明るく、「人生まだまだこれから！」そんな気持

ちが溢れる表情がたくさんみられました。

つながりづくり
ボランティアの相談受付、養成と登録、困りごとを解決するためのコーディネート、情報の提供等を通じて活動の輪が

さらに広がるよう各種団体や関係機関とのネットワークの構築に取り組む。
●あったか応援センター（ボランティアセンター）の拡充（災害ボランティアセンター事業の推進【新規】、行政、福祉施設、
小・中・高・大学、医療機関、企業、各種団体等との連携強化、夏企画の実施、プール遊び応援隊活動の推進、森林づくり、ゴ
ルフ場等各種施設への参画、広島国際大学と黒瀬高校の交流事業）
●福まち会議（地域の福祉をすすめる会）の立上げと活動の拡充
（福まち会議の組織化と地域の福祉をすすめる会の活動支援）
●第3回社協のつどいの開催　～わが町自慢活動発表会～（各地域の福祉活動者の交流と社協活動のＰＲ）
●認知症高齢者の見守りネットワークづくり
（はいかいＳＯＳネットワークづくり【新規】、認知症の人と家族の会（やすらぎ会）の活動支援と連携づくり）
●健康福祉まつりの開催　（特色ある地域事業への積極的参加（健康福祉まつりの全地域での実施等）、

特色ある地域行事への参加）
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市
立
西
条
中
学
校

東
広
島
市
立
向
陽
中
学
校

東
広
島
市
立
八
本
松
中
学
校

東
広
島
市
立
志
和
中
学
校

東
広
島
市
立
高
屋
中
学
校

東
広
島
市
立
磯
松
中
学
校

東
広
島
市
立
松
賀
中
学
校

東
広
島
市
立
高
美
が
丘
中
学
校

東
広
島
市
立
黒
瀬
中
学
校

東
広
島
市
立
福
富
中
学
校

東
広
島
市
立
豊
栄
中
学
校

東
広
島
市
立
河
内
中
学
校

東
広
島
市
立
安
芸
津
中
学
校

東
広
島
市
立
八
本
松
中
央
幼
稚
園

東
広
島
市
立
御
薗
宇
幼
稚
園

㈱
堀
内
造
園

郷
田
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

㈱
西
条
ク
リ
ー
ナ
ー

反
　
千
里

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ユ
ー
ス
・
広
島

上
三
永
女
性
会

今
井
　
和
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
陽
だ
ま
り
会
員
　
有
志
一
同

荒
谷
　
宏
之

荒
谷
　
信
子

助
実
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
役
員
有
志
一
同

土
与
丸
川
原
区
　
区
民
一
同

小
料
理
　
ま
ど
か

飯
干
　
梅
男

熟
年
大
学
Ｏ
Ｂ
陶
芸
同
好
会
一
同

八
本
松
南
日
興
苑
孫
子
老
サ
ロ
ン

黒
田
　
好
則

ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
西
条

志
和
町
奥
屋
地
区

奥
屋
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

貞
重
サ
ロ
ン
　
華
の
会

華
道
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
同
好
会

板
城
西
地
区
有
志
一
同

円
城
寺
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

高
田
　
禮
子

御
薗
宇
川
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

御
薗
宇
川
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

東
高
屋
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

東
高
屋
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
募
金
箱

八
本
松
中
央
区

八
本
松
中
央
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

下
寺
家
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

みんなのちからにありがとう!!みんなのちからにありがとう!!

東日本大震災義援金（東広島市社会福祉協議会受付、敬称及び金額は省略させていただきます。）
募金額…22,434,298円（4月30日現在）

《
東
日
本
大
震
災
義
援
金
報
告
》
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
の
受
け
付
け
を
３
月
14
日
よ
り
行
っ
て

お
り
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
広
島
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
り
ま
す
。

品　名 数　量 品　名 数　量
ミニタオル 726枚 肌　着 1,092枚
タオル(大) 774枚 靴　下 815足
タオル(小) 6,360枚 保存食 401個
飲 料 水 199本 その他 1,145点

●皆様から受け付けました支援物資は次の通りです。皆様からの支援物資を被災
地へ届けることができました。
また、3月23日から31日の

9日間、支援物資の受け付けに
は西条市街地地区社会福祉協
議会のボランティア延べ57名
の参加をいただきました。

たくさんの支援物資をありがとうございました。

▲第2陣　被災地へ靴下・サポーター等を届けました。 ▲受け付けた支援物資を被災地へ

▲支援物資受付の様子

▲石巻市災害ボランティアセンター
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障
害
者
支
援
施
設
と
き
わ
台
ホ
ー
ム

利
用
者
・
保
護
者
・
職
員
一
同

東
広
島
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
ハ
ッ
ピ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
」

高
美
が
丘
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

飯
田
上
組
・
社
会
福
祉
協
議
会

日
興
園
自
治
会

健
康
体
操
サ
ロ
ン

絵
手
紙
サ
ロ
ン

篠
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

上
寺
家
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

上
寺
家
　
１
区

上
寺
家
　
２
区

上
寺
家
　
３
区

上
寺
家
　
４
区

上
寺
家
　
の
ぞ
み
が
丘

上
寺
家
　
ひ
ま
わ
り

上
寺
家
　
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

一
筆
絵
の
会

白
井
　
孝
司

■
黒
瀬
支
所

西
川
　
久
子

日
村
　
友
子

上
黒
瀬
町
づ
く
り
会
長
麻
生
豊

向
井
　
公
枝

板
城
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

大
友
　
敏
洋

田
中
　
亨

ひ
わ
ま
り
台
自
治
会

岩
谷
東
区

楢
原
区

広
島
県
立
黒
瀬
高
等
学
校
生
徒
会

竹
保
区

麻
生
　
元
吉

麻
生
　
和
子

伊
賀
　
太
一

大
多
田
区

菅
田
区

山
本
　
文
雄

中
黒
瀬
北
地
区
連
合
会

玉
木
　
元
生

兼
広
区

南
方
上
組
区

長
貫
サ
ロ
ン

長
貫
区

中
黒
瀬
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

サ
ニ
ー
ハ
イ
ツ
自
治
会

市
営
岩
谷
第
２
住
宅

南
方
下
組
区

西
田
　
闊
正

春
日
野
１
丁
目
自
治
会

南
方
中
組
自
治
会

梶
区

宝
蔵
椀
自
治
会

丸
山
区
社
会
福
祉
協
議
会

中
黒
瀬
第
４
長
寿
会

上
保
田
区

岩
谷
西
区
黒
瀬
ハ
イ
ツ
自
治
会

切
田
区

切
田
北
組
自
治
会

丸
山
区

八
畝
ヶ
畑
区

柳
国
区

川
角
区

■
福
富
支
所

山
田
農
園

神
川
　
正
志

竹
仁
女
性
会

a

瀬
　
潔

■
豊
栄
支
所

山
口
　
キ
ク
ヨ

樋
本
　
マ
サ
子

西
本
　
ユ
キ
エ

畝
沖
　
知
恵
美

信
川
　
彰

水
野
　
豊

西
尾
　
博
子

ほ
の
ぼ
の
中
屋
サ
ロ
ン

奥
田
　
淑
江

小
川
　
強

徳
光
　
満
義

坂
田
　
君
枝

澤
田
　
ミ
ツ
エ

山
本
　
昭
斗

沖
　
美
登
志

門
出
サ
ロ
ン
「
め
ぐ
み
」

西
澤
　
一

沖
　
幸
子

細
川
　
悦
子

よ
り
あ
い
サ
ロ
ン

し
も
す
け
会

あ
ゆ
み
会

和
田
サ
ロ
ン
太
陽

沖
　
正
史

山
田
　
末
美

森
本
　
靖

有
原
　
明

住
田
　
文
枝

梶
川
　
早
苗

道
前
　
了
荘

北
野
　
香

あ
す
な
ろ
無
人
市

美
術
ク
ラ
ブ
ふ
き
の
と
う

み
な
か
み
短
歌
会

木
戸
　
サ
ダ
コ

岡
川
　
武
義

仲
川
　
国
昭

爲
岡
　
ト
シ
ヱ

サ
ロ
ン
見
土
路
会

林
　
忠

石
川
　
英
人

細
川
　
賢

細
川
　
昌
幸

細
川
　
芳
子

置
　
ミ
ツ
エ

㈲
栗
原
石
油

栗
原
　
敬
治

小
川
　
裕
恵

吉
川
　
勝
子

a

杉
　
実
雄

新
宅
　
関
雄

小
早
川
　
咲
季

山
根
　
芳
江

サ
ロ
ン
円

橋
本
　
積

豊
栄
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会

■
河
内
支
所

平
川
　
了

林
　
進
士

迫
田
　
昌
宏

講
崎
　
節
夫

中
村
　
和
夫

貞
光
　
泰
則

野
上
　
ヤ
チ
ヨ

お
好
み
焼
　
せ
つ

石
井
　
洋

鉄
南
二
組
（
区
）

区
長
　
大
原
　
信
輔

大
月
　
敬
夫

重
永
　
則
夫

垣
内
　
勝
美

砂
元
　
重
蔵

熟
年
ダ
ン
ス
教
室

大
藤
　
誠

古
田
　
正
晴

正
尺
１
区

西
本
　
正
則

満
月
笑
天
組
合

松
岡
　
寿
美
江

入
野
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
Ａ

■
安
芸
津
支
所

株
式
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ル
ス
タ
ー

新
宅
悦
雄

岡
田
　
善
治

東
広
島
市
安
芸
津
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

堀
口
　
敦
子

東
広
島
市
安
芸
津
佛
教
会

安
芸
津
中
央
商
店
会

㈲
松
岡
環
境
サ
ニ
タ
ニ

松
田
石
油
株
式
会
社

西
明
　
教
康

東
広
島
地
区

更
生
保
護
女
性
会
安
芸
津
支
部

小
松
原
自
治
会

原
田
　
洋
三

東
広
島
市
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

安
芸
津
支
部

広
島
県
建
設
労
働
組
合

安
芸
津
支
部

堀
口
　
寿
恵

たくさんの応援 みんたくさんの応援 みん

未曾有の被害をもたらした東日本大震災の復興に向けて、本会では現地へ職員を派遣しました。第1陣　3月25日から4月2日
（職員1名）、第2陣　4月20日から4月25日（役員・職員各1名）、第3陣　4月22日から4月27日（職員2名）、第4陣　5月2日
から5月7日（職員1名）、第5陣　5月16日から5月20日（職員1名）。
現地へは企業から提供された支援物資（靴下・サポーター等）の搬送、石巻市沿岸部の地盤沈下による海水の流入を防止するた

めの土のう袋の搬送などを行うとともに、被災地での土砂・ガレキの撤去や避難所での支援を行いました。
「がんばっぺ！　絆　石巻!!」これは災害ボランティアセンターで配られているシールの言葉です。被災地の現状を知り、

地域のみなさまとともに一日も早い復興を願い支援を行っていきます。

東日本大震災
～現地へ職員派遣～

t第3陣　被災地へ土のう袋を届けました。

t石巻市の津波被害の様子

▼シー
ル
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～平成22年度
「赤い羽根共同募金」のご報告～

昨年の10月1日から12月31日までの3ヶ月間を中心に実施された「赤い羽根

共同募金」は、社会経済情勢が厳しい折にもかかわらず、市民の皆さまの温かい気

持ちにより、募金総額は、19,925,559円になりました。

皆さま、ご協力ご支援ありがとうございました。平成22年度に広島県共同募金

から配分された配分金は、東広島市の地域福祉活動に活用させていただきます。

これからも皆さまの福祉に対する「思いやり」に応えられるよう、共同募金運動

の実施に努めますので、今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

その他の募金�

19,925,559円�

戸　別　募　金�

街頭募金�

イベント�
募金� 法人募金�

学校募金�

職
域
募
金�

平成22年度高額寄付者(個人5万円・法人10万円以上)の

東広島市都市環境衛生協議会様、東広島市遊技業防犯協力会

様、安芸津仏教会様、金口庄一様、海原妙子様に広島県共同

募金会より感謝状を贈呈いたしました。

地区社協・地域サロン�

当事者団体�
等活動�
�

広報啓発活動�

子育て応援活動�

暮らしの応援隊�
ボランティア活動�

各種講座研修会�
�

その他の�
地域福祉�
事業�

県共同募金会�
納入金�

19,925,559円�
【特別配分金】
そよかぜねっと事業 ………1,000,000円

地区社協事業 ………………… 500,000円

地域サロン事業 ………………300,000円

福祉まつり事業 ………………300,000円

東広島分会 黒瀬分会 福富分会 豊栄分会 河内分会 安芸津分会 合　計

戸 別 募 金 7,972,266 3,041,350 655,200 630,850 912,100 1,686,400 14,898,166

（単位：円）

街 頭 募 金 117,214 74,459 1,798 6,985 144,775 48,689 393,920

イ ベ ン ト 募 金 123,095 36,698 107,466 13,335 8,536 19,684 308,814

法 人 募 金 1,192,591 369,000 205,000 225,000 398,000 515,854 2,905,445

学 校 募 金 195,004 53,927 6,303 25,043 15,374 14,216 309,867

職 域 募 金 447,363 24,730 12,626 70,920 112,300 237,209 905,148

そ の 他 の 募 金 0 6,500 100,000 0 97,699 0 204,199

合　　計 10,047,533 3,606,664 1,088,393 972,133 1,688,784 2,522,052 19,925,559

皆さま、“温かい思いやり”
ありがとうございます。

●種別内訳

●配分金内訳

ふれあいバッグネット事業スタート

めざすは
「地域で支える　あったか笑顔のまちづくり」

見守りの必要な一人暮らし高齢者を対象に、災害や緊急入院時など不

測の事態に備えて、緊急連絡先を記入し、必要なものをまとめることが

できる「ふれあいバッグ」を民生委員さんの協力をいただき配布します。

なお、このバッグは、皆様の寄付金や会費の一部を活用して作成して

います。

もしもの時に迅速な対応ができる準備をしておくことで、安心して地

域で暮らせる体制づくりを目指していきます。



社協だより

7

本
所

◎
３
月
分

■
香
典
返
し

a

橋
　
朝
人

中
村
　
和
夫

柏
尾
　
清
治

柳
田
　
忠
義

新
家
　
誠

木
原
　
貫
志

西
原
　
京
子

小
林
　
美
榮
子

木
原
　
幹
雄

中
須
賀
　
知
史

中
村
　
邦
男

■
見
舞
い
返
し

木
原
　
岳
浩

■
一
般
寄
付

賀
茂
・
東
広
島
の
集
い

◎
４
月
分

■
香
典
返
し

西
本
　
孝

今
田
　
和
朗

渡
辺
　
亨

鳥
岡
　
義
信

吉
川
　
貞
子

■
一
般
寄
付

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

東
広
島

黒
瀬
支
所

◎
３
月
分

■
香
典
返
し

川
元
　
政
信

◎
４
月
分

横
山
　
宏
樹

池
田
　
輝
士

■
一
般
寄
付

山
道
　
直
行

■
物
品
寄
付

㈱
三
輪
ス
テ
ー
ジ
黒
瀬
店

福
富
支
所

◎
３
月
分

■
香
典
返
し

藤
金
　
花
子

西
川
　
元
晴

村
上
　
重
昭

朝
邉
　
慎
吾

久
保
　
佳
生

■
見
舞
い
返
し

宮
川
　
鉄
雄

松
原
　
逸
枝

藤
井
　
悦
子

菊
田
　
香
子

◎
４
月
分

■
香
典
返
し

井
口
　
彰
教

槇
口
　
俊
子

森
島
　
憲
江

豊
栄
支
所

◎
３
月
分

■
香
典
返
し

新
原
　
隆
司

井
上
　
繁
幸

牛
尾
　
英
男

重
友
　
光
人

住
田
　
文
枝

◎
４
月
分

■
香
典
返
し

大
久
保
　
盛
一

金
安
　
誠

遠
藤
　
稔
泰

灰
谷
　
秀
子

■
見
舞
い
返
し

柿
野
　
明

金
安
　
誠

大
久
保
　
盛
一

■
物
品
寄
付

西
尾
　
博
子

河
内
支
所

◎
３
月
分

■
香
典
返
し

瀧
川
　
昇

松
井
　
貴
文

大
東
　
義
治

本
川
　
政
弘

■
見
舞
い
返
し

杉
原
　
一
之

◎
４
月
分

■
香
典
返
し

楢h

裕
美

児
玉
　
ト
シ
子

■
見
舞
い
返
し

土
本
　
皓
英

■
一
般
寄
付

吉
川
　
秀
幸

安
芸
津
支
所

◎
３
月
分

■
香
典
返
し

平
元
　
浩
司

山
田
　
弘

向
井
　
亨

原
田
　
大
輔

松
田
　
修
三

山
中
　
三
枝
子

豊
嶽
　
清
和

北
井
　
克
明

◎
４
月
分

■
香
典
返
し

山
中
　
治
彦

本
田
　
守

平
川
　
明
美

重
田
　
み
ど
り

野
地
本
　
和
昭

長
尾
　
准
司

中
山
　
茂

堀
口
　
敦
子

皆
様
の
ご
寄
付
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、�

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

本会へいただいた寄付金は、税法上の優遇措置を受けることができます。詳細についてはお問い合せください。
なお、勝手ながら敬称は省略させていただきます。

●平成22年度のご報告
多くの住民の方々、会社･企業等にご協力をいただき誠にありがとうご

ざいました。
・一般会費 ……8,050,600円 （16,101世帯） （前年度比 110,200円）

・賛助会費 ………756,500円 （756口） （前年度比 △52,500円）

・団体会費 ………216,000円 （72口） （前年度比 15,000円）

・特別会費 ………560,000円 （112口） （前年度比 55,000円）

【会費区分】
一般会員 1世帯　年額 ………500円 賛助会員 1 口 ………年額1,000円

団体会員 1 口　年額 ……3,000円 特別会員 1 口 ………年額5,000円

ふるさと会員　市外の法人または個人　任意

平成23年�

会費500円は…� 40円�

85円�

15円�

25円�

35円�

300円�

●場づくりへ（地域サロン）�

●活動づくりへ�
　（地区社協・かけはし）�

●人づくりへ�
　（熟年大学）�

●つながりづくりへ�
　（あったか応援センター）�

●広報啓発活動へ�
　（社協だより「ふれあい」･福祉まつり）�

●全体の6割を地区社協へ�
　（翌年度の地区社協活動助成金として活用）�
�

●社協の会費（会員）とは…

社協は、市民の皆様と一緒になっ
て、地域の人をひとりぼっちにさせ
ないよう共に支え合い、安心して暮
らせる地域づくりを推進しています。
一人でも多くの市民の皆様に社

協活動にご賛同いただき、社協会
員として「あったか笑顔のまちづく
り」にご支援とご協力をお願いいた
します。
ご協力いただきました会費は、地

域福祉事業を実施していくための
財源として有効に使わせていただ
きます。

東広島市社会福祉協議会　会費のお礼とお願い

●一般会費の主な使い道
（平成23年度当初予算より）
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
言
…
。

４
月
の
人
事
異
動
で
企
画
福
祉

課
へ
配
属
と
な
り
、
編
集
担
当
者

と
な
り
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に

は
、
本
当
に
多
く
の
皆
様
の
支
援

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
編
集
を
通
し
て
地
域
の

方
の
た
く
さ
ん
の
応
援
や
優
し
さ

に
触
れ
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」

の
大
切
さ
を
感
じ
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

さ
て
最
近
、
格
言
や
名
言
を
集

め
た
本
が
流
行
っ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
最
近
私

が
い
い
な
と
思
っ
た
言
葉
を
最
後

に
ご
紹
介
し
ま
す
。「
泣
い
て
も
笑

っ
て
も
一
日
は
一
日
、
な
ら
ば
笑

顔
で
過
ご
そ
う
」「
同
情
し
た
っ
て

何
も
変
わ
ら
な
い
。
行
動
し
よ
う

よ
！
あ
な
た
の
力
で
笑
顔
に
な
る

人
が
い
る
」
私
は
こ
の
言
葉
か
ら

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
鈴
木
）

■日日時・期間 ■場 場所 ■内 内容 ■対 対象者 ■定 定員 ■料 受講料・費用 ■持 持参物
■締申込み締切り ■問 問合せ先 ■申 申込方法･申込先■1 電話番号■FAX ＦＡＸ番号 ■他 その他

社会福祉法人

東広島市社会福祉協議会
（東広島市総合福祉センター内）

E-mail:h-syakyo＠soyokazenet.jp

ホームページ:http://www.soyokazenet.jp/

●本　所
〒739－0003 東広島市西条町土与丸1108
TEL(082)423-2800 FAX(082)423-8525

●黒瀬支所
〒739－2612 東広島市黒瀬町丸山1286－1
TEL(0823)82-2026 FAX(0823)81-0340

●福富支所
〒739－2303 東広島市福富町久芳1545－1
TEL(082)435-2247 FAX(082)435-2098

●豊栄支所
〒739－2311 東広島市豊栄町乃美2841－1
TEL(082)432-2083 FAX(082)432-2145

●河内支所
〒739－2201 東広島市河内町中河内1206－1
TEL(082)420-7011 FAX(082)437-0281

●安芸津支所
〒739－2402 東広島市安芸津町三津4398
TEL(0846)45-0201 FAX(0846)46-0025

●志和地区相談窓口（毎週火曜日開設）
〒739－0269 志和町志和堀4123-6
志和出張所内　TEL090-4895-4819

お知らせ
コーナー
お知らせ
コーナー

東広島警察署より

介護教室の開催について
在宅で介護されている方、または近隣の援助者（ボランティ

ア）を対象に要介護高齢者の在宅生活の継続、向上を図ること

を目的に次の内容で介護教室を開催します。
■日 6月23日(木) 10時00分～12時00分

■場 福富保健福祉センター 調理室 ■内 調理実習「介護食」

■料 500円（材料代として） ■問 福富支所

■申 電話でお申し込みください ■他 講師：永久　やすこ先生

■締 6月17日（金）
※ぜひこの機会に介護についても相談をしてみてはいかがでしょうか。

「ヘルパースキルアップ研修会」に
参加してみませんか。

今年度、最初のスキルアップ研修会を開きます。

今回は「新しい介護技術」について講師の方をお迎えし、皆さ

んと一緒に勉強したいと思います。

研修会に興味がある方や、ヘルパーの仕事をしたいと考えて

いる方など、たくさんのご参加をお待ちしています。
■日 6月14日（火）13時30分～16時00分

■場 東広島市総合福祉センター3階　大ホール

■問■申 東広島市子育て･障害総合支援センター（担当:上田･西本）
■1 （082）493-6073 ■締 6月6日（月）

雨の日はココに気をつけて！
傘などを利用すれば、見通しが悪くなるので、傘などは自分の

目線より高くして、視界を充分に確保するようにしましょう。

6月の交通事故多発日
●警戒日 6月10日（金）●注意日 6月28日（火）･6月29日（水）

『やすらぎ会』に参加してみませんか
認知症の人を介護している方、不安や悩み・心配ごとはありませんか？

最近、笑顔で話をしていますか？

『やすらぎ会』では、家族のかかえる不安や悩みを会のみんなで語り合い、

支えあう（共有）場所です。

■日 6月17日（金）・7月15日（金）

■場 東広島市総合福祉センター（社会適応訓練室）

■内 10時00分～13時00分
（介護の悩み解消の話し合い）
13時00分～14時30分（歌と健康）

■問 本所（あったか応援センター）

※ 電話・訪問での 相談にも応じます。

“プール遊び応援隊”活動者大募集!!
夏休み、学校のプールに障がいがあるため

“一人でプールに入れない”“一人で入

るのは不安”な子どもたちがいます。

子どもたちが安心してプールに入

り、一緒に楽しんでもらうために

“プール遊び応援隊”活動者（プー

ルボランティア）を募集しています。

子どもたちと楽しい夏の思い出をつく

りませんか？
■内 プールサイドでの見守りやプール内でのサポート、衣服の着脱等

※詳しい日時、内容は下記までお気軽にお問い合わせ下さい。

■問■申本所（企画福祉課:あったか応援センター）

精神保健福祉ボランティア講座
～普及啓発編～　受講生募集!!

今年度もはじまります。平成23年度東広島精神保健福祉ボ

ランティア講座は、心の健康についての理解を深め、誰もが安

心して暮らしやすい地域生活を考えるための講座です。ぜひ講

座にご参加ください。
■日 8月2日（火）～10月18日（火）の期間のうち全7回

13時30分～16時00分
講義：8/2（火）･8/16（火）･9/6（火）･9/20（火）･

10/4（火）･10/18（火）

実習：9/7（水）～10/3（月）のうち1日
（※ただし9/20（火）は講義のため除く。）

■問 地域生活支援センター　まほろば

■1 （082）493－8751

東広島市社協イメージキャラクター
ホクホクくんとポカポカちゃん


